
（
一
）

『
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
篇
で
、
黄
帝
と
岐
伯
は
次
の
よ
う
な
問
答
を
し
て
い
る
。

帝
曰
く
。
「
わ
れ
聞
く
、
上
古
の
聖
人
、
人
形
を
論
理
し
、
蔵
府
を
列
別
し
、
経
脈
を
端
絡
し
、
六
合
に
会
通
し
、
各
々
そ
の
経
に
従
う
。

気
血
の
発
す
る
と
こ
ろ
、
各
為
処
名
あ
り
。
難
谷
は
骨
に
属
す
。
皆
起
る
所
あ
り
。
分
部
逆
従
、
各
々
條
理
あ
り
。
四
時
陰
陽
尽
く
経
紀
あ

り
。
外
内
の
応
、
皆
表
裏
あ
り
と
い
う
。
そ
れ
ま
こ
と
に
然
る
や
」
。

岐
伯
対
え
て
曰
く
。
「
東
方
は
風
を
生
ず
。
風
は
木
を
生
ず
。
木
は
酸
を
生
ず
。
酸
は
肝
を
生
ず
。
肝
は
筋
を
生
ず
。
筋
は
心
を
生
ず
。
肝

は
目
を
主
る
。
…
神
天
に
在
り
て
は
風
と
為
し
、
地
に
在
り
て
は
木
と
な
す
：
。
」
。

本
篇
で
は
、
天
地
万
物
の
陰
陽
と
人
体
の
陰
陽
と
が
相
感
応
し
て
生
理
が
営
ま
れ
、
ま
た
病
が
生
ず
る
そ
の
原
理
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
岐

伯
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
方
位
は
東
・
南
・
中
央
・
西
・
北
の
五
方
に
分
れ
、
五
方
は
風
熱
湿
燥
乾
の
天
の
五
気
を
生
じ
、
天
の
五
気
は

木
火
士
金
水
の
五
行
を
生
ず
る
。
五
行
は
い
わ
ば
地
の
五
気
で
あ
る
。
五
行
か
ら
酸
苦
甘
辛
鰔
の
五
味
を
生
じ
、
五
味
か
ら
肝
心
脾
肺
腎
の
五

蔵
を
生
じ
、
五
蔵
の
気
を
象
徴
す
る
体
部
分
と
し
て
筋
・
血
脈
・
肉
・
皮
毛
・
骨
の
五
体
が
生
じ
、
五
体
は
相
生
の
理
に
よ
っ
て
子
の
五
蔵
を

生
じ
、
さ
ら
に
天
の
玄
な
る
も
の
か
ら
五
色
・
五
音
・
五
声
・
五
変
・
五
籔
・
五
志
等
が
生
ず
る
。
ま
た
気
味
の
過
不
足
や
相
克
の
理
に
ょ
っ

て
病
が
引
き
起
さ
れ
る
。

は
じ
め
に 『

素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
篇
に
お
け
る
東
風
木
に
つ
い
て
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『
素
問
』
金
置
真
言
論
篇
に
「
東
風
は
春
に
生
ず
。
病
は
肝
に
在
り
。
前
は
頸
項
に
在
り
。
…
東
方
は
青
色
。
入
り
て
肝
に
通
ず
。
畷
を
目

に
開
き
、
精
を
肝
に
蔵
す
。
其
の
病
は
驚
驍
を
発
す
。
其
の
味
は
酸
。
其
の
類
は
草
木
。
其
の
畜
は
難
。
其
の
穀
は
麦
。
其
の
応
は
四
時
。
上

は
歳
星
と
為
り
、
是
を
以
て
春
の
気
は
頭
に
在
り
…
」
と
あ
り
、
玉
機
真
蔵
論
篇
に
は
「
春
の
脈
は
肝
な
り
。
東
方
の
木
な
り
。
万
物
の
始
め

て
生
ず
る
所
以
な
り
：
。
」
と
あ
る
。
ま
た
異
法
方
宜
論
篇
に
は
「
東
方
の
域
は
天
地
の
始
め
て
生
ず
る
所
な
り
・
・
・
」
と
あ
る
。

（
一
一
）

『
霊
枢
』
陰
陽
繋
日
月
篇
に
は
「
黄
帝
曰
く
、
五
行
は
東
方
を
以
て
甲
乙
の
木
と
為
し
、
春
を
主
る
。
春
は
蒼
色
、
肝
を
主
る
…
」
と
あ
る
。

そ
の
他
『
素
問
』
の
天
元
紀
大
論
篇
に
は
「
神
、
天
に
在
る
は
風
と
為
し
、
地
に
在
る
は
木
と
為
す
」
、
五
運
行
大
論
篇
に
は
「
岐
伯
曰
く
、

東
方
は
風
を
生
じ
、
風
は
木
を
生
じ
、
木
は
酸
を
生
じ
、
酸
は
肝
を
生
じ
、
…
神
天
に
在
り
て
は
風
と
為
し
、
地
に
在
り
て
は
木
と
為
す
．
：
」

と
あ
る
。
こ
の
二
篇
は
原
『
素
問
』
に
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
運
気
七
篇
に
属
す
る
も
の
で
、
宋
・
林
億
等
に
よ
る
新
校
正
以
来
、
諸
家
に

よ
り
王
沐
の
寅
入
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
拙
論
で
は
こ
の
二
篇
を
省
略
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
『
素
問
』
の
各
例
は
、
い
ず
れ
も
黄
帝
と
岐
伯
の
対
話
の
中
で
岐
伯
が
対
え
た
部
分
で
あ
る
が
、
『
霊
枢
』
の
例
は
黄
帝
が

岐
伯
に
対
し
て
発
し
た
問
い
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
篇
を
総
合
す
れ
ば
、
「
内
経
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
は
、
東
・
春
・
木
・
風
・

肝
・
・
・
の
組
合
せ
に
よ
る
理
論
体
系
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

黄
帝
と
岐
伯
の
対
話
の
形
で
構
成
さ
れ
た
『
素
問
』
各
篇
の
中
で
、
風
は
東
だ
け
で
は
な
く
、
南
・
西
・
北
に
も
そ
れ
ぞ
れ
南
風
・
西
風
．

こ
の
よ
う
に
陰
陽
応
象
大
論
篇
は
医
学
の
原
理
を
総
括
し
た
雄
篇
で
あ
り
、
冒
頭
に
引
用
し
た
黄
帝
と
岐
伯
の
問
答
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
本
節
は
陰
陽
応
象
大
論
篇
の
中
核
を
な
す
部
分
で
、
内
経
医
学
全
体
の
主
旨
を
象
徴
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て

そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
由
来
を
尋
ね
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
尼
大
な
全
体
を
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
は
東
風
木
の
関
係
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
東
風
木
の
組
合
わ
せ
に
つ
い
て

（90） 446



北
風
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
例
、
金
置
真
言
論
篇
）
。
金
置
真
言
論
篇
の
冒
頭
で
黄
帝
は
「
天
に
八
風
あ
り
、
経
に
五
風
あ
り
と
は
何
の

謂
ぞ
や
」
と
岐
伯
に
間
う
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
八
風
は
『
霊
枢
』
九
宮
八
風
篇
に
記
さ
れ
た
八
風
で
あ
ろ
う
。

『
霊
枢
』
九
宮
八
風
篇
で
は
、
方
位
を
八
方
に
分
け
、
中
央
を
加
え
て
九
方
と
し
、
各
方
位
の
官
名
を
記
し
、
季
節
を
配
当
し
、
さ
ら
に
十

千
十
二
支
、
疾
病
、
蔵
府
、
風
名
を
記
し
て
い
る
。
方
位
は
季
節
や
風
と
深
い
係
わ
り
を
持
ち
、
季
節
に
よ
っ
て
風
の
来
る
方
位
と
性
質
が
変

り
、
風
が
人
体
に
与
え
る
影
響
も
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
す
る
。

各
季
節
に
は
そ
れ
に
応
じ
た
方
位
か
ら
吹
い
て
来
る
風
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
実
風
と
称
し
、
こ
れ
ば
生
物
の
生
長
を
主
り
万
物
を
養
う
も
の

だ
が
、
も
し
逆
の
方
位
か
ら
吹
い
て
く
れ
ば
、
こ
れ
を
虚
風
と
言
い
、
人
を
殺
傷
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
三
一
）

山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
九
宮
八
風
篇
の
所
論
は
当
時
行
わ
れ
た
九
宮
占
と
風
占
と
が
組
合
さ
れ
て
、
い
わ
ば
九
宮
占
風
家
と
も
言
う
べ
き
占
卜

術
の
一
派
が
形
成
さ
れ
、
少
師
派
が
こ
の
一
派
の
説
を
借
り
て
風
を
外
因
と
す
る
病
因
論
を
提
唱
し
、
九
宮
八
風
と
病
気
と
を
対
応
づ
け
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
少
師
派
の
説
は
伯
高
派
や
少
前
派
、
と
り
わ
け
岐
伯
派
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
、
組
み
か
え
ら
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
っ

た
。
少
師
派
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
全
体
と
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、
と
推
論
す
る
。

金
置
真
言
論
篇
に
は
、
八
風
が
五
蔵
に
病
を
起
す
機
序
を
述
べ
て
い
る
が
、
岐
伯
派
は
当
時
通
行
し
た
八
風
説
を
自
説
に
取
り
入
れ
、
こ
れ

を
組
み
か
え
て
五
行
説
の
枠
の
中
で
説
明
し
得
る
ま
で
消
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

陰
陽
応
象
大
論
篇
で
は
「
東
方
は
風
を
生
ず
」
と
あ
る
が
、
他
の
方
位
で
は
「
南
方
は
熱
を
生
ず
」
「
中
央
は
湿
を
生
ず
」
「
西
方
は
燥
を
生

ず
」
「
北
方
は
寒
を
生
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
東
・
南
・
中
央
・
西
・
北
の
五
方
位
に
対
応
す
る
風
・
熱
・
湿
・
燥
・
寒
は
天
の

五
方
か
ら
生
ず
る
自
然
の
気
で
あ
る
。
九
宮
八
風
篇
で
は
、
風
ば
各
方
位
の
気
を
も
た
ら
す
方
の
使
者
で
あ
る
が
、
陰
陽
応
象
大
論
篇
で
は
へ

風
は
気
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
気
は
春
に
な
っ
て
万
物
を
生
じ
芽
生
え
さ
せ
る
「
春
気
」
の
意
で
あ
る
。
春
気
は
風
と
な
っ

て
東
よ
り
来
り
、
す
み
ず
ゑ
ま
で
吹
き
渡
っ
て
自
然
を
潤
し
、
生
命
を
蘇
ら
せ
、
活
動
を
開
始
さ
せ
る
元
気
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
「
木
」
と
は
春
の
風
に
よ
っ
て
生
命
を
蘇
ら
せ
る
生
物
全
般
を
代
表
す
る
名
辞
で
あ
る
。
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ま
た
説
卦
伝
に
は
「
巽
は
木
と
為
す
。
風
と
為
す
。
長
女
と
為
す
。
縄
直
と
為
す
。
工
と
為
す
。
白
し
と
為
す
。
長
し
と
為
す
。
高
し
と
為

す
。
進
退
す
と
為
す
。
果
さ
ず
と
為
す
。
臭
と
為
す
。
：
．
其
れ
究
ま
り
て
は
躁
卦
と
為
す
」
と
あ
る
。

本
章
の
前
に
「
巽
は
入
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
木
が
地
中
に
深
く
入
る
こ
と
、
風
が
隙
間
か
ら
入
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
縄

の
よ
う
に
柔
順
で
、
木
の
よ
う
に
高
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
「
其
れ
究
り
て
は
躁
卦
と
為
す
」
と
は
、
巽
の
究
極
は
強
く
し
て
盛
に
動
く
卦

あ
り
、
↑
時
候
に
配
当
す
れ
ば
立
言

で
は
春
か
ら
初
夏
に
相
当
す
る
。

東
風
木
の
相
関
関
係
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
、
内
経
医
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
）
と
と
の

『
易
経
』
の
説
卦
伝
に
「
帝
、
震
に
出
で
、
巽
に
斉
ひ
．
：
」
「
万
物
、
震
に
出
づ
、
震
は
東
方
な
り
。
巽
に
斉
ふ
。
巽
は
東
南
な
り
。
斉
ふ

と
は
万
物
の
潔
斉
な
る
を
言
ふ
な
り
」
（
公
田
訳
）
と
あ
る
。

公
田
氏
に
よ
れ
ば
、
上
帝
の
霊
妙
な
る
働
き
は
万
物
の
変
化
と
な
っ
て
顕
現
す
る
。
震
は
東
方
で
あ
り
、
春
分
で
あ
る
。
震
の
卦
の
時
に
現

れ
出
た
万
物
は
、
巽
の
卦
の
時
に
皆
出
揃
っ
て
、
い
さ
ぎ
よ
く
、
う
る
わ
し
く
、
盛
ん
に
出
そ
ろ
う
の
で
あ
る
。
巽
は
方
角
に
す
れ
ば
東
南
で

あ
り
、
・
時
候
に
配
当
す
れ
ば
立
夏
の
頃
で
あ
る
。
斉
ふ
と
い
う
は
、
万
物
が
清
く
潔
く
出
そ
ろ
っ
て
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
震
巽
は
四
季

九
宮
八
風
篇
で
東
風
を
嬰
児
風
、
東
南
風
を
弱
風
と
称
す
る
の
は
、
春
風
の
柔
軟
な
性
格
を
表
し
た
命
名
で
あ
ろ
う
。

金
置
真
言
論
篇
で
は
四
季
と
四
方
向
の
風
が
結
び
合
さ
れ
、
東
風
・
南
風
・
西
風
・
北
風
を
春
気
・
夏
気
・
秋
気
・
冬
気
と
言
い
代
え
て
陰

陽
論
に
基
く
医
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
東
・
木
・
春
気
が
一
体
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
論
旨
は
陰
陽
応
象
大
論
篇
に
似

て
い
る
が
、
な
お
易
論
の
残
影
を
留
め
て
い
る
。

東
風
木
の
組
合
せ
は
、
春
に
お
け
る
自
然
の
営
承
を
表
す
隠
愉
で
あ
り
、
こ
れ
が
内
経
医
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
生
理
・
病
理
の
理
論
的
根

拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
東
風
木
の
由
来
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同
書
の
四
時
篇
に
は
「
東
方
を
星
と
日
う
。
其
の
時
を
春
と
日
う
。
其
の
気
を
風
と
日
う
。
風
は
木
と
骨
と
を
生
ず
。
其
の
徳
、
扇
つ
る
を

喜
び
て
節
時
を
発
出
す
」
と
あ
る
。
尹
知
章
の
注
に
よ
れ
ば
「
星
は
生
な
り
。
物
東
に
生
ず
。
書
に
曰
く
、
東
作
を
平
秩
す
と
」
「
春
は
毒
な

り
。
万
物
議
生
す
」
「
風
無
く
ぱ
則
ち
気
欝
す
。
気
欝
す
れ
ば
則
ち
木
生
殖
せ
ず
。
木
位
は
東
方
に
あ
り
。
骨
の
人
に
於
け
る
や
木
の
類
な

り
」
「
扇
は
盈
な
り
。
春
を
四
時
の
首
と
な
す
。
四
時
を
二
十
四
節
と
与
に
発
出
す
」
と
あ
る
。

四
時
篇
に
お
け
る
東
・
南
・
中
央
・
西
・
北
の
五
方
に
生
ず
る
五
気
は
風
・
陽
・
□
・
陰
・
寒
で
、
五
行
は
木
火
土
金
水
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
陰
陽
応
象
大
論
篇
に
お
け
る
五
気
、
風
熱
湿
燥
寒
と
比
較
す
れ
ば
、
中
央
に
気
の
記
載
が
な
く
、
西
方
は
陰
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

違
う
。
し
か
し
「
春
の
気
を
風
と
い
う
」
こ
と
は
、
陰
陽
応
象
大
論
篇
の
「
東
方
は
風
を
生
ず
：
．
」
に
相
当
す
る
思
想
で
あ
る
。
四
時
篇
よ
り

古
い
幼
官
篇
で
は
五
気
の
順
序
は
和
燥
陽
湿
陰
と
な
り
、
こ
の
順
序
は
五
行
で
言
え
ば
土
木
火
金
水
で
あ
る
が
、
本
篇
で
は
こ
の
五
行
の
名
称

説
卦
伝
は
『
易
経
』
の
十
雪

後
こ
れ
を
疑
う
学
者
は
多
い
。

『
管
子
』
幼

く
」
と
あ
る
。

同
意
で
き
な
い
。

と
な
る
こ
と
を
い
ら
〆
。

は
現
れ
な
い
。

（
五
）

『
尚
書
』
洪
範
は
池
田
氏
に
よ
れ
ば
戦
国
末
期
の
成
立
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
洪
範
に
は
．
、
五
行
、
一
に
曰
く
水
、
二
に
曰
く
火
、

三
に
曰
く
木
、
四
に
曰
く
金
、
五
に
曰
く
士
、
…
木
は
こ
こ
に
曲
直
し
、
…
曲
直
は
す
な
は
ち
酸
・
・
・
」
と
あ
る
。

（
一
ハ
）

洪
範
と
前
後
し
て
で
き
た
と
思
わ
れ
る
『
管
子
』
幼
官
篇
と
四
時
篇
に
も
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

『
管
子
』
幼
官
篇
に
「
八
挙
の
時
節
（
春
）
、
君
、
青
色
を
服
し
、
酸
味
を
味
い
、
角
声
を
聴
き
、
燥
気
を
治
め
：
・
夏
、
春
政
を
行
え
ば
風
ふ

説
卦
伝
に
は
五
行
説
の
形
跡
は
な
い
が
、
八
卦
の
中
に
金
土
木
水
火
の
五
材
が
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
五
行
説
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が

の
十
翼
の
一
つ
で
、
『
史
記
』
の
孔
子
世
家
や
『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
れ
ば
孔
子
の
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
宋
代
以
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東
風
木
は
春
・
青
と
共
に
『
管
子
」
四
時
篇
に
は
じ
め
て
相
関
連
し
て
表
れ
る
の
で
あ
る
。

（
七
）

金
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
管
子
』
二
篇
の
成
立
年
代
は
お
そ
ら
く
戦
国
末
期
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

（
八
、
九
）

『
氏
呂
春
秋
』
は
秦
の
始
皇
帝
天
下
統
一
に
前
後
し
て
、
相
国
呂
不
菫
の
賓
客
等
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
政
治
、
学
術
、

思
想
等
を
集
大
成
し
た
文
化
論
集
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
一
・
孟
春
紀
に
「
孟
春
の
月
、
日
は
営
室
に
あ
り
。
・
・
・
そ
の
日
は
甲
乙
、
…
そ
の
虫
は

鱗
、
そ
の
音
は
角
、
そ
の
数
は
八
、
そ
の
味
は
酸
、
そ
の
臭
は
壇
、
そ
の
祀
は
戸
、
先
ず
脾
を
祭
る
。
東
風
は
東
を
解
き
、
蟄
虫
始
め
て
振

か
い
ろ
き
た

い
、
…
天
子
は
青
陽
（
明
堂
）
の
左
十
に
居
り
、
鴬
略
に
乗
り
、
蒼
竜
に
篤
し
、
青
筋
を
載
て
、
青
衣
を
衣
て
、
青
玉
を
服
し
、
麦
と
羊
と
を

食
う
。
…
立
春
に
先
立
つ
こ
と
三
日
、
太
史
之
を
天
子
に
つ
げ
て
曰
く
、
『
某
日
は
立
春
な
り
。
盛
徳
は
木
に
在
り
』
と
、
天
子
乃
ち
斎
す
。

立
春
の
日
、
天
子
親
か
ら
三
公
九
郷
諸
侯
大
夫
を
率
い
、
以
て
春
を
東
郊
に
迎
え
…
」
と
あ
る
。

孟
春
紀
は
、
五
行
に
応
じ
た
春
の
自
然
現
象
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
節
に
為
政
者
の
な
す
べ
き
政
を
述
べ
た
時
令
で
あ
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
は
、
戦
国
末
秦
初
に
お
け
る
五
行
の
方
位
・
気
色
等
を
示
し
て
い
る
が
、
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
五
季
に
十
干
を
配

当
し
、
春
を
甲
乙
、
夏
を
丙
丁
、
季
夏
の
末
、
中
央
を
戊
己
、
秋
を
庚
辛
、
冬
を
壬
癸
と
し
た
点
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
央

（
土
用
）
が
夏
と
秋
の
間
に
定
着
し
、
時
節
が
完
全
に
五
行
説
の
中
へ
組
承
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
配
当
が
そ
の
ま
ま
『
准
南
子
』

方
水
の
星
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

ま
た
同
書
の
時
則
訓
、
孟
春
に
は
「
孟
春
の
月
、
招
揺
寅
に
指
す
。
昏
べ
に
参
中
し
、
旦
た
に
尾
中
す
。
其
の
位
は
東
方
、
そ
の
日
は
甲

あ
ぶ
ら
く
さ

乙
、
盛
徳
木
に
あ
り
。
そ
の
録
は
鱗
、
そ
の
音
は
角
、
律
、
太
蕨
に
中
る
。
そ
の
数
は
八
、
そ
の
味
は
酸
、
そ
の
臭
は
檀
し
、
そ
の
祀
は

戸
、
祭
は
脾
を
先
に
す
。
東
風
東
を
解
き
、
蟄
壷
始
て
振
い
蘇
る
。
魚
上
り
て
氷
を
負
う
。
獺
魚
を
祭
り
、
候
鳫
北
す
」
と
あ
る
。

や
『
礼
記
』
月
令
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（
一
○
）

『
准
南
子
』
天
文
訓
、
五
星
で
は
「
何
を
か
五
星
と
謂
。
東
方
は
木
也
。
其
の
帝
は
太
暉
、
其
の
佐
は
句
芒
、
規
を
執
り
て
春
を
治
む
。

の
神
は
歳
星
た
り
、
其
の
獣
は
蒼
竜
な
り
、
其
の
音
は
角
な
り
、
其
の
日
は
甲
乙
な
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
南
方
火
、
中
央
土
、
西
方
金
、

北其
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（
一
二
）
ふ
こ
れ

『
史
記
』
天
官
書
に
は
「
五
星
色
を
同
じ
く
す
る
と
き
は
、
天
下
兵
を
値
せ
、
百
姓
寧
昌
な
り
。
春
風
秋
雨
、
冬
寒
夏
暑
、
動
揺
常
に
此
を

以
て
す
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
春
の
気
は
風
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
一
二
）

『
白
虎
通
』
に
は
「
風
は
何
の
謂
ぞ
や
、
風
の
言
と
為
す
は
萠
な
り
。
物
を
養
い
て
功
を
成
す
。
八
卦
に
象
る
所
以
な
り
」
と
あ
る
。
風
を

発
生
を
意
味
す
る
萠
に
解
し
、
物
を
養
い
功
を
成
す
と
説
い
て
い
る
。

立
春
に
吹
く
東
北
風
を
『
史
記
』
律
書
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
・
墜
形
訓
、
『
白
虎
通
』
、
『
広
雅
』
釈
天
、
『
易
緯
通
卦
験
』
、
『
春
秋
考
異

郵
』
、
『
大
玄
経
』
で
は
條
風
と
名
づ
け
て
い
る
。
『
史
記
』
律
言
に
は
「
條
風
は
東
北
に
居
り
、
万
物
の
出
る
を
主
る
。
條
風
の
言
は
万
物
を

條
治
し
て
之
を
出
す
な
り
。
故
に
條
風
と
日
う
」
と
あ
り
、
『
白
虎
通
』
で
は
「
條
は
生
ず
る
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
説
を

総
括
す
れ
ば
、
條
風
と
は
東
北
か
ら
吹
い
て
来
る
春
の
風
の
名
称
で
、
万
物
の
生
命
を
生
ず
る
働
き
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

上
述
の
諸
文
献
が
示
す
よ
う
に
、
春
の
天
の
気
は
風
で
あ
り
、
地
の
行
は
木
で
あ
る
。
風
は
生
命
を
萠
え
出
す
春
気
の
象
徴
で
あ
る
。
春
気

は
東
よ
り
来
り
地
上
に
作
用
し
て
木
行
と
な
る
。

人
は
天
の
気
を
吸
い
、
地
の
気
を
食
っ
て
生
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
天
地
の
自
然
律
が
そ
の
ま
ま
人
体
に
適
用
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ

る
。
人
が
病
気
に
か
か
る
の
は
気
の
摂
取
が
適
当
で
な
か
っ
た
り
、
不
自
然
な
邪
気
に
傷
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。

内
経
医
学
で
は
、
自
然
に
お
け
る
四
時
の
変
化
、
生
長
衰
死
の
循
環
則
を
人
体
に
照
応
し
て
、
人
体
の
生
理
と
発
病
の
機
序
を
同
一
の
論
理

（
一
一
）

平
岡
氏
に
よ
れ
ば
、
東
方
は
「
榑
木
之
地
、
青
士
樹
木
之
野
」
で
あ
り
、
青
土
の
気
が
上
っ
て
歳
星
と
な
り
、
木
気
を
行
う
。
風
と
木
と
は

春
気
と
物
の
動
を
代
表
す
る
も
の
で
、
風
と
は
天
気
が
動
く
こ
と
で
あ
り
、
木
は
地
に
動
く
も
の
の
代
表
で
あ
る
。
春
の
天
行
は
風
で
あ
り
、

地
行
は
木
で
あ
る
。

『
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
篇
で
は
、
天
人
相
関
の
原
則
が
集
約
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
見
る
東
風
木
の
関
係
は
、
東
が
気
の
発
す

る
と
こ
ろ
天
を
代
表
し
、
風
は
天
の
気
を
、
木
は
地
の
五
行
を
代
表
し
て
い
る
。
東
風
木
は
自
然
も
人
間
も
共
に
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
を
支
配

内
経
医
学
で
は
、
自
然
に
』

で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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考
え
ら
れ
る
。

二
四
）

武
丁
期
の
甲
骨
文
に
四
方
の
風
に
対
す
る
祭
祀
を
記
録
し
た
卜
骨
が
あ
る
。
こ
の
甲
骨
文
は
胡
厚
宣
に
よ
っ
て
発
見
報
告
さ
れ
た
。

（
一
五
、
一
六
）

赤
塚
氏
は
中
国
古
代
に
お
け
る
風
の
思
想
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
た
。
以
下
同
氏
の
論
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
述
べ
て
行
く
。

胡
厚
宣
が
発
見
し
た
甲
骨
文
四
方
風
の
記
録
を
赤
塚
氏
は
次
の
よ
う
に
解
読
し
た
。

も
う

「
東
方
に
は
、
析
風
に
日
し
、
春
に
日
す
。
南
方
に
は
、
乖
風
に
日
し
、
長
に
日
す
。
〔
西
〕
方
に
は
、
礪
風
に
日
し
、
鉢
に
日
す
。
〔
北
方

に
は
〕
、
図
風
に
日
し
、
股
に
日
す
」
（
京
津
五
二
○
）
。

「
日
」
は
口
説
を
も
っ
て
祈
る
意
に
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
丙
編
挿
図
７
（
丙
二
○
一
、
京
津
四
二
八
）
に
は
、
四
方
に
締
の
祭
把
を
し
、

四
方
風
と
巫
先
に
祈
り
を
捧
げ
て
豊
作
を
求
め
る
卜
辞
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
卜
辞
か
ら
、
股
代
に
は
四
方
の
神
と
、
神
の
使
で
あ
る
四
方
の
風
が
把
ら
れ
て
、
穀
物
の
豊
穣
を
祈
る
祭
杷
が
行
わ
れ
て
い
た
と

るで
0，

す
る
根
源
的
存
在
物
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
に
風
に
関
す
る
卜
辞
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

な
だ

戊
子
に
卜
す
「
風
を
北
巫
に
寧
む
る
に
、
犬
に
せ
ん
か
」
と
（
南
明
四
五
Ｉ
）
（
赤
塚
よ
り
引
用
）
。

辛
酉
に
卜
す
「
風
を
巫
に
寧
む
る
に
、
九
犬
に
せ
ん
か
」
と
（
庫
九
九
二
Ｉ
）
。

「
…
東
巫
に
柿
せ
ん
か
」
（
粋
一
三
一
こ
。

風
の
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
設
代
の
甲
骨
文
に
見
ら
れ
る
。
段
は
紀
元
前
一
三
○
○
年
ご
ろ
か
ら
前
一
○
五
○
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
王
朝

、
甲
骨
文
は
段
十
一
世
二
十
二
代
の
王
・
武
丁
の
時
か
ら
十
七
世
三
○
代
の
帝
辛
（
討
王
）
に
至
る
ま
で
の
間
に
記
録
さ
れ
た
卜
辞
で
あ

三
甲
骨
文
か
ら
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あ
る
。 設

代
に
は
世
界
の
四
方
に
神
霊
が
い
て
、
段
は
首
都
商
を
四
方
の
神
灸
に
囲
ま
れ
、
風
は
四
方
の
神
灸
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
使
神
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「
巫
」
は
四
方
に
鎮
座
し
て
、
そ
こ
か
ら
風
を
も
た
ら
す
神
霊
で
あ
り
、
「
締
」
と
は
神
霊
を
愚
り
つ
か
せ
る
祭
儀
で

を
あ
げ
れ
ば
、

己
巳
に
王
卜
し
て
貞
う
「
〔
今
〕
歳
、
商
〔
年
を
〕
受
く
る
か
」
と
。
王
謡
し
て
曰
く
「
吉
な
り
」
と
。
「
東
土
、
年
を
受
く
る
か
」
「
南

土
、
年
を
受
く
る
か
」
「
吉
な
り
」
「
西
土
、
年
を
受
く
る
か
」
「
吉
な
り
」
「
北
上
、
年
を
受
く
る
か
」
「
吉
な
り
」
（
粋
九
○
七
）
。

こ
れ
は
商
を
中
心
と
す
る
四
方
の
土
地
の
作
物
が
豊
穣
で
、
商
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
求
め
て
貞
う
た
卜
辞
で
あ
る
。

上
述
の
卜
辞
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
段
代
に
は
四
季
の
循
環
を
四
方
向
の
風
で
と
ら
え
て
い
た
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
風
の
吹
く
方

向
が
異
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
物
の
生
長
衰
死
が
循
環
す
る
。
こ
の
場
合
、
四
季
の
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
は
他
な
ら
ぬ
風
で
あ
っ
た
。
風
は

上
帝
の
意
志
に
よ
り
四
巫
の
命
を
受
け
て
吹
き
寄
せ
て
四
季
の
め
ぐ
り
を
顕
現
す
る
使
神
で
あ
っ
た
。

春
に
な
っ
て
東
か
ら
暖
い
風
が
吹
い
て
く
る
と
木
だ
が
芽
ば
え
、
葉
が
繁
り
、
枝
が
伸
び
る
。
こ
の
認
識
は
段
代
に
は
す
で
に
あ
っ
て
段
王

癸
未
に
〔
貞
う
〕
「
其
れ
風
を
方
に
寧
む
る
に
、
雨
あ
り
や
」
と
。
「
恵
れ
乙
に
寧
め
ん
か
」
（
人
一
九
九
四
）
。

□
□
に
卜
す
「
其
れ
風
を
方
に
寧
む
る
に
、
恵
れ
犬
に
せ
ん
か
」
と
（
粋
二
八
二
）
・

こ
れ
は
方
神
に
対
し
て
風
の
順
調
な
る
こ
と
を
求
め
て
貞
う
た
卜
辞
で
あ
る
。

甲
辰
に
卜
し
て
自
〔
貞
う
〕
「
東
に
締
せ
ん
か
」
と
（
珠
六
一
二
Ｉ
）
。

「
南
に
締
す
る
に
、
犬
四
に
せ
ん
か
」
（
六
中
六
七
Ｉ
）
（
赤
塚
よ
り
引
用
）
。

己
巳
に
卜
し
て
賓
貞
う
「
西
に
締
せ
ん
か
」
と
（
乙
二
二
八
二
）
。

「
北
に
締
す
る
に
二
犬
と
し
…
」
（
存
上
二
四
五
Ｉ
）
（
赤
塚
よ
り
引
用
）
。

こ
れ
ら
は
四
方
に
対
し
、
蹄
と
い
う
祭
杷
を
行
っ
て
風
の
順
調
な
る
こ
と
を
祈
っ
た
卜
辞
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
方
の
神
霊
に
稔
り
を
祈
る
例
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に
よ
れ
ば
、
後
岡
で
唾

見
さ
れ
た
。
他
の
地
痘

確
な
も
の
と
さ
れ
た
。

（
二
○
）

貝
塚
氏
に
よ
れ
ば
、

族
が
西
方
に
進
出
し
、

朝
の
祭
把
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
最
初
に
挙
げ
た
四
方
風
を
記
録
し
た
卜
辞
（
京
津
五
二
○
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
方
位
は
東
南

西
北
の
四
方
に
区
分
さ
れ
、
風
は
四
方
位
と
結
び
つ
い
て
夫
々
の
性
格
を
持
つ
神
格
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
風
占

に
お
け
る
八
風
は
、
こ
の
四
方
風
が
後
代
倍
加
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

卜
辞
の
風
は
「
鳳
」
字
を
も
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
風
を
風
神
烏
「
鳳
」
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
准
南
子
』
覧
冥
訓

に
「
鳳
凰
…
弱
水
に
羽
翼
し
、
暮
に
風
穴
に
宿
る
」
と
あ
る
。
弱
水
は
東
方
の
極
地
に
あ
る
軽
い
流
れ
で
、
風
穴
は
北
方
の
極
地
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
鳳
凰
は
風
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
七
）

『
春
秋
左
伝
』
僖
公
二
十
一
年
に
「
任
・
宿
・
須
句
・
纈
嬰
は
風
姓
な
り
。
実
に
大
峰
と
有
済
と
の
祖
を
司
り
、
以
て
諸
夏
に
服
事
す
。
郷

人
、
須
句
を
滅
ぼ
す
。
須
句
子
来
奔
す
。
成
風
に
因
る
な
り
」
と
あ
る
。
任
・
宿
・
須
句
・
頒
嬰
は
い
ず
れ
も
現
在
の
山
東
省
に
あ
っ
た
国

で
、
こ
の
姓
の
国
々
が
大
晦
と
有
済
と
の
祭
り
を
つ
か
さ
ど
り
、
諸
夏
に
仕
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
諸
夏
に
服
事
す
」
と
は
周
に
征
服
さ
れ

（
一
八
。

『
後
漢
書
』
東
夷
伝
に
は
「
夷
に

に
、
風
夷
は
東
夷
の
一
つ
で
あ
る
。

て
仕
え
る
意
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
古
代
、
山
東
省
に
風
（
鳳
）
を
信
仰
対
象
と
す
る
部
族
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
一
九
）

安
陽
に
帝
国
を
建
設
し
た
段
人
は
、
も
と
も
と
山
東
省
の
出
身
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
に
お
け
る
安
陽
郊
外
後
岡
の
発
掘
報
告

よ
れ
ば
、
後
岡
で
は
最
下
層
に
彩
文
土
器
が
、
中
層
に
黒
色
土
器
が
、
上
層
に
は
白
色
土
器
を
包
含
す
る
地
層
が
整
然
と
層
位
を
な
し
て
発

さ
れ
た
。
他
の
地
区
（
鄭
州
・
堰
師
等
）
で
も
黒
陶
が
上
層
、
彩
陶
が
下
層
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
岡
に
お
け
る
層
序
関
係
は
正

こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
類
推
さ
れ
る
こ
と
は
、
山
東
省
を
中
心
と
し
て
居
住
し
て
い
た
黒
陶
文
化
を
持
つ
民

彩
陶
文
化
を
持
つ
先
住
民
族
を
征
服
し
て
新
王
国
を
建
設
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
夷
に
九
種
あ
り
。
曰
く
、
吠
夷
、
干
夷
、
方
夷
、
黄
夷
、
白
夷
、
赤
夷
、
玄
夷
、
風
夷
、
陽
夷
」
と
あ
る
よ
う
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さ
ら
に
詳
言
す
れ
ば
、
は
じ
め
黒
陶
を
作
り
、
農
耕
を
主
と
し
、
牛
・
馬
・
羊
の
牧
畜
を
生
業
と
し
た
段
民
族
が
、
盤
庚
に
引
率
さ
れ
て
山

東
半
島
の
曲
阜
附
近
か
ら
西
方
の
阿
南
省
安
陽
に
侵
入
し
、
そ
こ
で
彩
陶
文
化
を
持
ち
農
耕
を
生
業
と
し
て
い
た
先
住
民
族
を
征
服
し
て
、
こ

こ
に
段
王
国
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
白
陶
文
化
は
そ
の
後
段
民
族
に
よ
っ
て
生
糸
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
一
一
）

『
竹
害
紀
年
』
に
、
段
王
朝
は
盤
庚
の
時
、
奄
と
い
う
土
地
か
ら
段
の
地
に
移
っ
た
こ
と
を
記
し
て
あ
る
の
も
間
接
的
証
拠
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
「
奄
」
は
今
の
山
東
省
曲
阜
県
に
あ
っ
た
古
代
の
国
名
で
、
周
初
に
周
公
の
子
伯
禽
が
封
ぜ
ら
れ
た
魯
国
の
都
で
あ
る
。

股
人
が
風
姓
の
民
族
と
深
く
係
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
こ
の
地
理
的
関
係
か
ら
も
う
な
ず
か
れ
る
。

卜
辞
に
表
れ
た
段
王
国
と
風
と
方
の
関
係
は
、
股
建
国
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば
並
を
な
ら
ぬ
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
方
と
風

と
農
事
の
係
り
は
段
代
す
で
に
自
覚
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ら
れ
る
。

段
は
首
都
商
を
四
方
の
神
々
に
囲
続
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
使
わ
さ
れ
る
風
は
農
作
物
の
豊
凶
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
各
季
節
に
各
方
位

か
ら
順
調
な
風
が
吹
き
寄
せ
て
適
度
な
雨
を
も
た
ら
す
こ
と
は
段
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
願
望
で
あ
っ
た
。

風
は
方
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
四
季
の
生
長
収
蔵
を
主
る
使
神
で
あ
っ
た
か
ら
、
方
と
風
と
農
事
と
は
一
体
の
も
の
と
し
て
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
四
季
の
変
遷
と
そ
れ
に
伴
う
生
長
収
蔵
の
事
実
を
も
と
に
し
て
、
後
代
、
陰
陽
五
行
説
が
形
成
さ
れ
て
行
っ

た
が
、
そ
の
萌
芽
は
段
代
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

陰
陽
五
行
説
が
確
立
さ
れ
た
の
は
戦
国
未
期
で
あ
る
が
、
漢
代
に
こ
れ
を
骨
子
と
し
て
内
経
医
学
が
成
立
し
、
そ
の
中
に
、
風
は
東
方
か
ら

訪
れ
る
春
気
、
す
な
わ
ち
萌
生
の
気
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
は
外
邪
と
し
て
の
働
き
も
持
た
さ
れ
た
。

中
国
に
陰
陽
五
行
説
が
芽
生
え
て
か
ら
、
こ
れ
が
内
経
医
学
に
定
着
す
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
を
経
て
い
る
が
、
そ
の
発
端
は
殿
代
に
求
め

む
す
び
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陰
陽
応
象
大
論
篇
の
中
で
東
風
木
が
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
現
れ
る
の
は
、
自
然
も
人
も
一
体
と
し
て
説
明
す
る
陰
陽
五
行
説
の
枠
の
中

で
、
萌
生
し
、
活
動
す
る
生
命
の
営
ゑ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
東
風
木
と
い
う
隠
愉
を
も
っ
て
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

文
献

（
一
）
『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
』
四
庫
全
本
叢
書
子
部
、
芸
文
印
書
館
影
印
。

（
一
一
）
『
新
刊
黄
帝
内
経
霊
枢
』
京
都
大
学
医
学
書
図
館
、
富
士
川
文
庫
蔵
本
影
印
本
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
一
己
山
田
慶
児
「
九
宮
八
風
説
と
少
師
脈
の
立
場
」
『
東
方
学
報
』
一
九
八
○
年
。

（
巴
公
田
連
太
郎
『
易
経
講
話
』
五
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。

（
さ
池
田
末
利
『
尚
書
』
全
訳
漢
文
大
系
、
集
英
社
、
一
九
七
六
年
。

宍
）
『
管
子
』
安
井
衡
纂
話
、
冨
山
房
、
一
九
八
四
年
。

ｇ
）
金
谷
治
「
『
管
子
』
中
の
時
令
思
想
」
『
集
刊
東
洋
学
』
五
○
号
、
中
国
文
史
哲
研
究
会
、
一
九
八
三
年
。

（
○
内
野
熊
一
郎
・
中
村
璋
八
『
呂
氏
春
秋
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

完
）
林
品
右
『
呂
氏
春
秋
今
註
今
訳
』
商
務
印
書
館
、
台
北
、
一
九
八
四
年
。

（
一
ｓ
菊
池
晩
香
講
『
惟
南
子
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
七
年
。

（
二
）
平
岡
禎
吉
『
准
南
子
に
現
わ
れ
た
気
の
研
究
』
理
想
社
、
一
九
六
八
年
。

（
三
）
『
史
記
』
和
刻
本
正
史
、
長
沢
規
矩
也
解
題
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
。

（
言
『
白
虎
通
徳
論
』
班
固
撰
、
鵜
飼
信
之
点
、
和
刻
本
漢
籍
晴
筆
集
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
。

（
一
巴
胡
厚
宣
「
甲
骨
文
四
方
風
名
考
証
」
『
甲
骨
学
商
史
論
叢
初
集
』
大
通
書
局
、
台
北
、
一
九
七
二
年
覆
印
．

（
一
壱
赤
塚
忠
「
中
国
古
代
に
お
け
る
風
の
信
仰
と
五
行
説
」
『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
一
九
七
七
年
。

（
宍
）
赤
塚
忠
『
中
国
古
代
の
宗
教
と
文
化
』
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
。

（
言
竹
内
照
夫
『
春
秋
左
氏
伝
』
全
訳
漢
文
大
系
、
集
英
社
、
一
九
七
四
年
。

（
－
０
『
後
漢
書
』
和
刻
本
正
史
、
長
沢
規
矩
也
解
題
、
汲
古
書
院
、
・
一
九
七
七
年
。

（
元
）
貝
塚
茂
樹
編
『
古
代
段
帝
国
』
承
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
。

（
舌
）
貝
塚
茂
樹
「
中
国
古
代
史
学
の
発
展
」
『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
。
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〔
引
用
甲
骨
著
録
表
〕

下
掲
の
諸
書
は
、
本
文
中
で
は
略
称
を
用
い
た
。
○
印
は
略
称
と
し
て
と
っ
た
文
字
を
示
す
。

○
○

『
戦
後
京
津
新
獲
甲
骨
集
』
胡
厚
宣
（
一
九
五
四
）
。

Ｏ

『
小
屯
・
股
虚
文
字
丙
編
』
菫
作
賓
（
一
九
六
二
）
。

○
『
庫
方
一
一
氏
蔵
甲
骨
卜
辞
」
方
法
徴
・
白
瑞
華
（
一
九
三
五
）
。

『
庫
方
一
一
氏
蔵
甲
骨
卜
辞
」
方
法
徴
・

○

『
段
契
梓
編
』
郭
沫
若
（
一
九
三
七
）
。

○

『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
甲
骨
文
字
』
貝
塚
茂
樹
（
一
九
五
九
）
。

○

『
股
契
遣
珠
』
金
祖
同
（
一
九
三
九
）
。

○

『
小
屯
・
段
虚
文
字
乙
編
』
董
作
賓
（

（
二
）
『
竹
書
紀
年
』
四
部
叢
刊
初
編
史
部
、
上
海
商
務
印
書
館
、
縮
印
天
一
閣
刊
本
。

（
一
九
四
九
’
一
九
五
三
）
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
）
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